
平成２９年度 国立教育政策研究所 
「教育課程研究指定校事業（地理歴史）」に伴う研究協議会 

地理歴史科の 

科目相互の連携について 
～世界史・日本史を中心として～ 

◇日時◇ 平成２９年９月１２日（火） 
◇会場◇ 北海道伊達緑丘高等学校・視聴覚教室 

北海道伊達緑丘高等学校 

提言（担当） 寺沢 英幸 hide.r.terasawa@hokkaido-c.ed.jp 



生徒の現状と課題 

◇本校の特色～文武両道～ 
・落ち着いた生徒層 
・調和のとれた学校生活 
・多様なニーズに応える教育 

◇生徒の課題（多くの学校でも同様か） 

・学力差が大きい 
・学習意欲、主体性に乏しい 
・現状維持志向（努力・失敗したくない…） 

◇授業の課題 
・基礎的学力の不足 
・既習事項の積み重ねが…… 



生徒の現状と課題 

◇普段の授業から（例） 

●「空間・時間認識」の不足 
 

 ・インド……ギリシア……どこ？ 
 ・白地図で陸と海の区別がつかない 
 ・前５世紀と前４世紀……どちらが古い？ 
 ・ビスマルクはいつの時代のどこの国の人？ 
 

●「語彙力・読解力」の不足 
 

 ・漢字が読めない、書けない 
 ・言葉の意味を知らない 
   例）……を背景に、……を契機に 
 ・文脈を正しく理解していない→変換必要 

（小学校・中学校段階を含めた）獲得され
た「知識・技能」、「見方・考え方」が十分 
活用されていない 



生徒の現状と課題 

Ａ 新しい知識や技能を身に付けたとき 
 

Ｂ 難しい問題が解けるようになったとき 
 

Ｃ 学習で得られた知識や技能を活用した 
  り、何かの役に立ったとき 
 

Ｄ 良い先生や友だちと一緒に学んだとき 
 

Ｅ 親や先生に褒めてもらったり、友だち 
  から「すごいね」などと言われたとき  
 

Ｆ テストや模試で良い点数を取ったとき  

問 あなたは“どんなとき”に 「学習の充実感や満足感」 を得ること 
  ができますか？（「とても充実感や満足感を得ることができる」の割合 ） 
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生徒の現状と課題 

◇なぜそうなってしまうのか？ 

●テストや受験対策のための授業 

生徒の「学習動機（学ぶ意義）」につ 
いて、意識変革させる必要がある 

●教科書を消化するための授業 

たとえば… 

●受験科目だから選択する 

●テストがあるから勉強する 

テストや受験が終わったとたんに忘 
れてしまう 



本校の研究主題・研究内容 

地理歴史科における科目相互の
連携を図った授業実践の研究 
《研究仮説》 

 地理歴史科（世界史・日本史・地理）における科目

相互の連携を図り、社会的事象の意味や意義、概念等
を他科目と関連付けて総合的に捉えさせることで、地
理歴史についての学習意欲や学力をより向上させるこ
とができるのではないか。 

特に「歴史総合」を想定した授業デザイン 
～世界史と日本史による連携～ 



本校の研究主題・研究内容 

「歴史総合」の方向性 

●歴史の扉～歴史をなぜ学ぶか、どう学ぶか～ 

●近代化と私たち～社会構造の変化を考察するために～ 

●大衆化と私たち～個人・集団と社会との関わりを考察するために～ 

●グローバル化と私たち～持続可能な社会を展望するために～ 

《単元例》 結び付く世界と日本、産業社会の到来と政治の変革、 
      日本の改革、アジア・アフリカの変容 

 
 

《単元例》 政治参加と社会運動、総力戦体制、 
      国際紛争と国際協調、大戦後の世界と日本 

 
 

《単元例》 多極化と地域統合、地域紛争と国際秩序、 
      世界とその中の日本 



本校の研究主題・研究内容 

科目相互の連携（地理歴史）の視点（例） 
●各科目（世界史・日本史・地理）での中心となる学習内容  
   に他科目の要素（エッセンス）を加え、より多面的・多角的 
   に考察を深める。《内容》 

   ⇒ 比較（類似・差異）、因果関係（関連付け） 

●各科目で学習したこと（知識や見方・考え方）を活用して 
   考察したり、教え合ったりする。《方法》 

   ⇒ 例）「地理」生徒と「日本史」生徒でグループ学習 

●社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連等から、 
   現代的な諸課題の解決（よりよい社会の実現）に向けて 
   構想する。《意義・目的》 

   ⇒ 例）「資本主義は持続可能な経済か」 



本校の研究主題・研究内容 

本校における年間指導計画 

●１年「世界史Ａ」の単元構成モデル 【※別紙参照】 

●２年「日本史Ａ」の単元構成モデル 【※別紙参照】 

世
界
史
Ａ 

日本史Ａ 

地 理 Ａ 

◆１年次（必修）         ◆２年次（選択） 



本校の研究主題・研究内容 

「問い」づくりの視点（ベース） 

●推移（変化）、比較（類似・差異）、事象同士の関連（背景・ 

  原因・結果・影響）、事象の意味や意義 《見方、考察》 
  ⇒ 例）「どのように（どのような）……」「なぜ……」 

●「〇〇の側面」で考える。⇒ 経済面…文化面…政治面… 

●選択・判断を促す。《考え方、構想》 
  ⇒ 例）「Ａ or Ｂ」「Ａ or not Ａ」「賛成か反対か」「可能か」 

●「〇〇の立場」で考える。⇒ 士族の立場…民権派の立場… 

●生徒自身が問いを立てる。 

●「正解のない問い」に向き合う。 

●歴史を評価（再評価）する。本当にそうか？ 



本校の研究主題・研究内容 

現行「世界史Ａ」のなかで （本校例） 
《単元名》 結び付く世界と近世の日本 
 

《日本史（歴史総合）との関連》 

      近代化と私たち （１）結び付く世界と日本 

１）なぜ石見銀山はヨーロッパにも知られていたのか 
２）なぜ明は足利義満との貿易を許可したのだろうか 
３）なぜ清は貿易港を広州１港に限定したのか 
４）制限貿易と自由貿易はどちらがよいだろうか 
５）コロンブスの交換は何をもたらしたか 
６）なぜカトリックは否定されたのか 
７）旧教・新教の対立はヨーロッパに何をもたらしたか 
８）なぜキリスト教は日本の権力者に認められなかったのか 

世界の一体化～異なる地域同士の接触と交流～は何をもたらしたか？ 



本校の研究主題・研究内容 

現行「日本史Ａ」のなかで （本校例） 
《単元名》 日清・日露戦争 
 

《日本史（歴史総合）との関連》 

      近代化と私たち （４）アジア・アフリカの変容 

１）日清・日露戦争を経て国際環境はどのように変化したか 
２）清や朝鮮の改革はなぜ成功しなかったのか 
３）日本と清は連帯すべきか？対決すべきか？ 
４）日露開戦に賛成か？反対か？ 
５）日露戦争の結果を国際世論はどのようにみていたか 
６）日本の帝国主義化はアジアに何をもたらしたか 

日清・日露戦争はアジアに何をもたらしたか？ 
～日本の帝国主義化に賛成か反対か～ 



本校の研究主題・研究内容 

●「日本史Ａ」学習課題プリント（ワークシート） 【※別紙参照】 



本校の研究主題・研究内容 

●「日本史Ａ」学習課題プリント（ワークシート） 【※別紙参照】 



本校の研究主題・研究内容 

例 ワークシートに
おける年表（世界史
と日本史との対比） 

・用語の穴埋め 
・比較して気が付   
 いたことを記入  
 させる 
 



本校の研究主題・研究内容 

例 世界史・日本史の史料から
資本主義のメリット・デメリット 
（問題点）について考察させる。 

Ａ 『共産党宣言』 
Ｂ 『社会民主党結党宣言』 
Ｃ 『日本之下層社会』 
Ｄ 日本の「工場法」 
 

・情報の読み取り、把握 
・ＡＢの主張に賛成か反対か 



本校の研究主題・研究内容 

・現代的な諸課題の形
成にかかわる歴史的事
象について考察する。 

例 「海禁（鎖国）政策」と
「自由貿易」のどちらがよ 

いか討論（ミニディベート）
させる。  

・複数の側面、複数の
立場、考えが広がるよ
うな仕かけが必要。 



本校の研究主題・研究内容 



本校の研究主題・研究内容 

学習評価（「日本史Ａ」の場合） 

●定期考査（ペーパーテスト）による評価問題 … ５０％ 

●小テストによる評価問題             … ２０％ 

●ワークシート、課題、提出物、発表等の成果 … ２０％ 
●授業態度等                      … １０％ 

●「何を身に付けさせたいか」 《指導と評価の一体化》 

  ⇒ 達成目標（問い）の設定、ルーブリック…… 
     日頃の授業や評価問題等に反映されているか 

●生徒の意欲（やる気）を引き出す評価 《評価の妥当性》 
  ⇒ 頑張っているのに評価に結び付かない…… 
    評価の見直し、フィードバック 

●「得点」や「ＡＢＣ……」が独り歩きしていないか 



本校の研究主題・研究内容 

●「日本史Ａ」定期考査の評価問題より   【※別紙参照】 

・文明開化と同時期におけるイギリスの大衆文化、労働者の生活水準向上。 
・生徒には初見のポスター。出題の予告なし。 

《正答率》 Ａ…６０％  Ｂ…４１％ 



本校の研究主題・研究内容 

●「日本史Ａ」定期考査の評価問題より   【※別紙参照】 

・「日本の就学率の変化」と「イギリスの識字率の変化」に関する考察。 
・国民皆学の意義について説明。 

《正答率》 ○…２７％  △…５９％  ×…１４％ 



本校の研究主題・研究内容 

●「日本史Ａ」定期考査の評価問題より   【※別紙参照】 

・久米邦武の記録をもとに、各国の政治体制に関する理解を問う。 
・ビスマルクやイギリス（二大政党制）に関連する問題も出題。 

《正答率》 ５１％ 



本校の研究主題・研究内容 

●「日本史Ａ」定期考査の評価問題より   【※別紙参照】 

・スエズ運河、マラッカ海峡、大陸横断鉄道の位置認識（地球一周のルート） 
・予告なしで出題。 

《正答率》 ３１％ 



本校の研究主題・研究内容 

●「日本史Ａ」定期考査の評価問題より   【※別紙参照】 

・大日本帝国憲法とミドハト憲法との比較考察。 
・予告なしで出題（ミドハト憲法について授業では触れていない） 

《正答率》 ○…５６％  △…２２％  ×…２２％（うち無回答１５％） 



生徒の変容について（途中経過） 

●平成２８年度「北海道学力等実態調査」の結果より 
          （現２年生徒が１年次の年度末に調査） 

◆入学前との意識の変化（肯定的回答の割合） 

「高校入学前に比べ学習意欲が高まった」 

「高校入学前に比べ授業時間以外の学習時間が増えた」 

本校 ６４．１％（昨年度４６．５％） 

全道 ６７．２％（昨年度６６．７％） 

本校 ４７．６％（昨年度３６．８％） 

全道 ５７．６％（昨年度５７．０％） 



生徒の変容について（途中経過） 

●「地理歴史科アンケート」結果（平成２９年６月）より 【※別紙参照】 

《対象》１年「世界史Ａ」、２年「日本史Ａ」を履修している生徒 



生徒の変容について（途中経過） 

●「地理歴史科アンケート」結果（平成２９年６月）より 【※別紙参照】 

◆学校や家庭での生活と学習状況 



Ａ充実志向  Ｂ訓練志向  Ｃ実用志向 

Ｄ関係志向  Ｅ自尊志向  Ｆ報酬志向 

学習の楽しさを 
味わうため 

知力を鍛える 
ため 

仕事や生活に活
かすため 

他者との関係の 
ため 

プライドや競争 
心のため 

外からの報酬を
得るため 

大 ←
 

内
容
の
重
視 →

 

小 

学習動機の二因性モデル 

小 ← 学習の功利性 → 大 

（市川伸一，2001年） 

生徒の変容について（途中経過） 



生徒の変容について（途中経過） 

●「地理歴史科アンケート」結果（平成２９年６月）より 【※別紙参照】 

◆学習動機 



生徒の変容について（途中経過） 

Ａ 失敗に対する柔軟性 
    失敗を恐れずに工夫・改善できる 
 

Ｂ 思考過程の重視 
    正解よりも考え方を大切にできる 
 

Ｃ 方略志向 
    学習の仕方を工夫できる 
 

Ｄ 意味理解志向 
    丸暗記ではなく意味を大切にできる 

学習方法の類型（志向） 

（市川伸一，2001年） 



生徒の変容について（途中経過） 

●「地理歴史科アンケート」結果（平成２９年６月）より 【※別紙参照】 

◆学習方法 
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◆地理歴史科の学習意欲と学習方法 
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生徒の変容について（途中経過） 

●「地理歴史科アンケート」結果（平成２９年６月）より 【※別紙参照】 

◆地理歴史科の学習意欲と学習方法 

《自由記述》○「世界史」を学ぶ意義について 
 

      ○「世界史」と「日本史」の関連を学ぶ意義について 



まとめ（今後の課題） 

《成果面》 

・学習意欲、主体性の向上 
・科目に対する苦手意識の克服 
・関連を学ぶことでの理解の深化 
・積極的な授業改善 

《課題面》 

・基礎的学力のカバー 
・知識概念を活用する力 
・実践の汎用性、継続性 
・組織的研修（教員間、教科間） 
・時間確保（使い方の工夫） 



平成２９年度 国立教育政策研究所 
教育課程研究指定校事業（地理歴史）に伴う研究協議会 

地理歴史科の 

科目相互の連携について 
～世界史・日本史を中心として～ 

◇日時◇ 平成２９年９月１２日（火） 
◇会場◇ 北海道伊達緑丘高等学校・視聴覚教室 

北海道伊達緑丘高等学校 

提言（担当） 寺沢 英幸 hide.r.terasawa@hokkaido-c.ed.jp 

ご清聴ありがとう 
     ございました 


